


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二 0 1 ― 年 、
六八頁。
( 2 )
「 日 本 に お け る
近代的自我の目覚めを、
























『湯 浅 泰 雄 全 集
』第




な ど が 挙 げ ら れ る 。
( 4 ) 本 稿 に お け る

























青 木 美 智 夫 氏 に お い て
経営の大きさ


















と し て 扱 う 。




















二 0 一 五 年 、
二ニ
＼








( 8 ) 安 丸 氏 は
『日 本 の 近 代 化 と 民 衆 思 想 』 （ 青 木
書 店 、











の 研 究 動 機 の ひ と つ に 安 保 闘 争



















( 10 ) 研 究 史 に 関 し て は 須 田 努
『イコンの崩壊まで
「戦後歴史
学 」 と 運 動 史 研 究
』（青木書店、
二00八年）
を 参 照 。
( 11 ) 庄 司 吉 之 助
『近 世 民 衆 思 想 の 研 究 』
ニ――頁。
(12)布川清司編
『近 世 日 本 民 衆 思 想 史 料 集 』 明 石 書 店 、 二 0 0 0 年 、
二―＼二七頁。
(13)鯨井千佐登「幕末の
民衆思想
菅野八郎を事例に
」
宮地正人編『幕末維新論集―二
明治維新の
人物像』吉川
弘文館、
二00
0年。
(14)「成り上が
り」
思想につい
ては、
深谷克
己『江戸時代の身分
願望
身上り
と上下無し』（吉川弘文館、二00六年）参照。
(15)須田努「
菅野八
郎のクロッキー」須田努編『逸脱する百
姓菅
野八郎からみる
一九世紀の百姓
』東京堂出版、
二01
0年、
六0頁。
(16)須田努「あ
とがき」
須田努編『逸脱する百姓
菅野八郎
からみる一九世紀の百姓
』三
一0頁。
(17)深谷克己氏は
「超越観念」とは法文明圏の一体性を象徴
する
もので
あり、
主に天・
神・
仏を
意味する言葉として
用い
てい
る
（深
谷克己
『民間社会の天
と神
仏
』敬文舎、
二0一五年、
八＼二八頁）
が、
本稿
においては「宗門と呼
ばれた仏教諸宗派、
邪宗門として排除されたキリシタンや
日蓮宗不受不施派
宗門には入ら
ない神道・儒教・修験道・
陰陽道、
さらには富士講・如来教・金光教・天理教等々の
民衆宗教や平田国学、
国家
神道等（中略）
人々の信仰世界
をかたちづく
った
」（
若
尾政希
「神・
儒•仏の時代」島薗進・
高埜利彦・林淳・若尾政希編『シリーズ日本人
と宗教
近
世から
近代へ
二
神・儒•
仏の時代』春秋社、
二0一四年、
五頁）様々なものもその射程に含んでいる。
(18)
福島県編『福島県史
』第
ニ―巻、
福島県、
一九六七年
、
五九頁＼
七八頁
。
桑折町史編纂委員会編
『桑折町史』第四巻、
桑折町史出版委員会、
一九九八年、
七二五頁。
(19)『菅野実記
第一
』福
島県立歴史資料館
Iーニ四六六
。
(20)早田伝之輔『心学舎中行記』福
島県
立図書館蔵。
(21)熊澤恵里子「奥州平田門人早田伝之助の教育活動
心学
から平田国学へ
」『地方教育史研究』
二八号、
全国地方
教育史学会、
二00七年、
五七頁。
(22)後に弘道は
平田国学へと
傾倒していく（
熊澤恵
里子「奥
州平田門人早田伝之助の教育活動
心学から平田国学
へ」
）。
八郎もまた八丈島遠流を経て
、修
己の学問とし
ての
心学へと転向する。
両者の思想変遷を比較して考えた
とき
に、
地方
における石門心学の役割の一端を垣間見るこ
ともできるが、
この問題に関しては
稿を改めたい。
(23)大竹秀男
『封建社会の
農民家族』創文社、
一九六二年
、
三三五＼―-三六頁。
(24)水林彪『日本通史II近世
封建制の再編と日本的社会の確立』
山川
出版社、
一九八七年、
二ニ―＼ニニニ頁。
(25)大藤修『近世農民
と家・村・国家
』吉川弘文館、
一九九六年、
ニニ八頁。
(26)
桑原恵「
地域史の叙述と自己形成
和泉国の中盛彬に
み
る「家
」
と自己の使命
」平川新・谷山正道編『近世
地
域史フォーラム三
地域
社会とリーダーたち』吉川弘文館、
二00六年、
一―二＼―-三頁。
(27)
鹿野政直「戦前・「家」の
思想」『鹿野政直
思想史論集』第二巻、
岩波書店、
二00七年、
初出一九八三年、
二九＼三0頁。
(28)深谷氏は、
御家
人・小野直方が隠居後に
後継者が旗本にな
庄司家寄託文書
―10 
ったため、
「旗本家の隠居」になった事
例を挙げ、彼の
二九
年間にわたる日誌記述を「おそらく自家と
一族の家格上昇
への執念だった」と考察し、近世にお
ける
家格上昇の希求
について指摘している（『江戸時代の身分願望
見上りと
上下無し
』吉川弘文館、
二00六年、
三八
＼四
二頁）。
(29)井上攻「由緒書と村社会
」落合延孝編『幕末維新論集五
維新変革と
民衆』吉川弘文館、
二00
0年
、ニ
―
七頁＼
二―八頁。
(30)
久留島浩「村が「由緒
」を語る
とき
「村の
由緒」につい
ての研究ノート
」久留島浩•吉田伸之編『近世の社会
集団
由緒と言説』山川出版社、
一九九五年、三二頁。
(31)井上攻「由緒書と村社会」ニニ四頁。(32)井上攻「由緒書と村社会」
二ニ三頁。
(33)菅野洋介「
近世後期における南朝の顕彰と在地社会
奥
州伊達郡を事例に
」 『
駒沢史学』七
二号、駒沢史学会、
二00九年。
(34)『あめの夜の夢咄し』福島県立歴史資料館
菅野隆雄家文書
(35)このような活動が可能になった背景には、一八世紀半ば以降、
諸藩や幕府が
「民衆知」を積極的に活用した社会情勢が
あ
る（平川新『紛争と世論
近世民衆の政治参加
』東
京大学出版会、
一九九六年）。
(36)大平祐一『近世の非合法的訴訟』創文社、二01―年、一五頁。(37)大平祐一
『近世の非合法的訴訟』
一五頁＼
一八頁。
(
38
)藤田覚『泰平のしくみ
江戸の
行政と
社会
』岩波書店、
二0―
二年、
六三頁。
(39)早田旅人「幕末期百姓の自意識と
家・身分意識
菅野八
郎の『自満』と行動・自己形成
」須田努編『逸脱する
百姓
菅野八郎からみる一九世紀の百姓
』七四頁。
(40)早田旅人「
幕末期百姓の自意識と
家・身分意識
菅野八
郎の『自満』と行動・自己形成
」七四頁。
(41)深谷氏は「超越観念は政治文化の特性を
もっと
も奥深いと
ころで左右している」と分析している（深谷克己『民間社会の天と
神仏』ニ―八頁）。
(42)朝尾直弘『将軍権力の
創出』
岩波書店、
一九九四年、
二七
頁。
(43)渡辺浩『東アジアの王権と思想』
東京大学出版会、一九九
七年、
一九頁。
(44)曽根原理『神君家康の誕生
東照宮と権現様
』吉川
弘文館、
二00八年、
一七
四頁。
(45)中野光浩
『諸
国東照宮の史的研究』名著刊行会、二00八年。
(46)倉地克
直『近世の民衆
と支配思想』柏書房、
一九
九六年、
二0五頁。
(47)野村豊・
由井喜太郎編『
河内屋可正旧記』（清文堂
出版
、
一九五五年、
二九四頁）所収。
(48)
相中留恩記略刊
行会
編『相中留恩記略全』（有隣堂、
一九六七年、
六頁）所収。
(49)高藤晴俊『家康公と全国の東照宮
泰平と激動の時代を
結ぶ東照宮めぐり
』東京美術、
一九九
二年。
(50)曽根原理『徳川家康神格
化への道』
吉川弘文館、一九九六年、
二六六頁。
(51)
国立史料館
編『史料館叢書
九
大塩平八郎一件書留』（東京
大学出版会、
一九八
七年、
七頁）所収。
(52)
佐藤弘夫『日本
中世
の国
家と仏教』吉川弘
文館、一九八
七年、
ニ四七＼二四八頁。
(53)
中野光浩『諸国
東照宮の史的研究』名著刊行会、二00
八年、
三六九
頁。
(54)『
日本
財政経清史料』
第七
巻下（藝林舎、
一九七二年
、
1 
00 
1 
-----
1 00二頁）所収。
返り点の記載あり
。
(55)筑紫敏夫
「江戸湾防備政策の展開と民衆の論理
房総沿
岸諸村を中心として
」『関東近世史研究』三0号、
関東
近世史研究会、
一九
九 一
年、
四七＼四八頁。
(56)園田家文書
研究会
「
幕末期における丹波の豪農
安政二
年「
郡用日記」（文学部所蔵園田家
文書）の紹介
」『関
西大学博物館
紀要』第一0号
（関西大学博物館、二00四
年、
――一頁）所収。
(57)
木更津市立金田公民館
金田郷土史講座編『木更津市
文化財
調査集報II
金田地区古文書史料集
』（木更津市教
育委員会、
一九
九 三
年
‘―
ニ―\―ニニ頁）所収。
(58)井上攻「幕末期における『国』の主張と由緒秩序」『歴史学
研究』
八四七号、
青木書店、
二00八年
。
(59)『菅野実記
上』福島県立歴史資料館
庄司家寄託文書I|
ニ四
六五
゜
(60)檜皮瑞樹「
一九世紀
民衆の対外観
夷秋意識と救世主
像」
須田努編『逸脱する百姓
菅野八郎から
みる
一九世紀の百姓
』一0二頁。
(61)「
菅野氏先祖より申伝井二八郎遺言」『八老死後之
心得卜置
條之
事
七巻ノ内一』福島県立歴史資料館
菅野隆雄家文
書 二
。
(62)『判段夢ノ真暗
巻ノ上
三冊之内』福島県立歴史資料館
菅野隆雄家文書
四゜
(63)須田努「菅野八郎のクロッキー」一六頁。(64)「現役の地域
リーダー
こそが
、
地域と「家」に
関する歴史
意識を明確に意識
する必要があり、
また同時に、
彼自
身が
地域のために
行
っている行為もその歴史につなげて
おく
必
要があったのである。
それ
は何よりも
彼個人のため
では
なく、
（中略）子孫のためにも
である」（桑原恵「
地域
史の
叙述と自己形成
和泉国の中盛彬に
みる「家」と自己の
使命
」平川新・谷山正道編『
近世地域
史フォーラム
三地
域社会
とリーダー
たち』
吉川弘文館、
二00六年、
10一頁）。
(65)須田努「菅野八郎のクロッキー」。(66)早田旅人
「幕末期
百姓の自意識と家・身分意識
菅野八
郎の『自満』と行動・自己形成
」。
(67)仙台藩では一
八五五
（安政三
）年に農民から士分格になっ
た永
沼丈作に
対して、
藩主の侍講役から海防献策を求めら
れた事例が見られる（佐藤大介「
海の「郷士
」と
地域社
会仙
台領桃生郡名降浜・永沼丈作の軌跡
」斎藤善
之・高橋美貴編
『近世南三陸の海村社会と海商』清
文堂出版
、
二01
0年、
三0二＼三0三頁）ように、
士分化による発
言力の向上
と
いう手段は
地域指導者層に周知されていたと
考えられる。
(68)檜皮瑞樹氏は八郎が「東照大神君の代替者としての徳川斉昭」
像を有していたと論じ
ており
（檜皮瑞樹
「一九世紀民衆の
対外観
夷狭意識と救世主像
」一0八頁）、
斉昭個
人の能力だけでなく、
東照宮信仰の延長線上に、
このよう
な意識を持ち得たと考えられる。
(69)『半夏生不順二曰』福島県立歴史資料館
菅野隆雄家文書三。
(70)丸山員男氏は「忠誠が真摯で熱烈であるほど、かえって「分限」
をそれぞれまもる形での静態
的な忠誠と、
一旦緩急の非常
、、、
事態に分をこえて「お家」のために奮闘す ダイナミックな忠誠とが生身をひきさくような相剋をひとりの魂のなかにまきおこす」（傍点原文ママ）
と述べている（丸山員男「忠
誠と反逆」『近代日本思想史講座六
自我と環境』、三九0頁）
が、
八郎
は「お家」を超えて
「国家」のために奮戦してい
るのである。
(71)島薗進氏は安丸氏の「心」に大きな地位を与える
「近世的
コスモロジー」
論を発展させる形で、
このコスモロジーは
現存の社会秩序を肯定しながらも、
究極原理が個としての
人間に内在している点で個の自立性 主張する批判性・異端性を内包してい と指摘して
いる
（島薗進「一九世紀日
本の宗教構造の変容」小森陽一・酒井直樹•島薗進・千野香織・成田龍一・吉見俊哉編『岩波講座近代日本の文化史ニコ
スモロジーの「近世
」』岩波書店、二00一年、二九頁）。
三
